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02月末日現在〉前月比
人口 56司401(-42) 
i男 27，232.(ー29)
女 29，169 (ー13)
世帯数 13，417(-10) 
出生 53 転入 197
死亡 21 転出 271

-昭和33年4月22日第三種郵便物認可圃毎月3回1日・10日・20日発行・定価1部5円
田発行所大村市役所 圃編集人 総務課長菊池綱昌 国印刷所合同印刷所
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こ
と
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

O 

、へ7
L、主

一
月
十
五
日
、
市
内
で
七
百
七
十
四
人
の
若
人
た
ち
が
希
望
を
胸
に
お
と
な

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
大
村
市
は
、
こ
の
ん
々
を
祝
い
は
げ
ま
す
た
め
、

式
の
あ
と
演
劇
、
座
談
会
を
行
な
い
、
社
会
人
と
し
て
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た

と
く
に
総
選
挙
と
地
方
選
挙
の
行
な
わ
れ
る
年
の
成
人
式
だ
け
に
、
成
人
者

は、
、
清
く
‘正
し
い
K

選
挙
を
，し
ま
す
l
。‘
と
そ
の
決
意
を
述
べ
'ま
し
た
。

平合{::{ 

1公

ミF

ミ子

-{::{ 

平

-{::{ 

、イ
L r 

大

ミ子1た半交2手

一
二
月
の
こ
と
を
和
名
で
、
「
如
月
」

(
き
さ
ら
ぎ
)
と
い
い
ま
す
。
立
春
の
月

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
寒
い
日
が
多

い
の
で
「
き
さ
ら
ぎ
」
と
い
う
と
古
文
書

に
説
か
れ
て
い
ま
す
。
古
事
記
に
よ
る

と
、
陰
歴
二
月
は
春
に
移
る
気
候
の
変

り
め
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
気
さ
ら
に

き
た
る
」
が
つ
ま
っ
て
「
き
さ
ら
、
ぎ
」
と

な
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
立
春
は
、
四
日
に
な
り
ま

す
が
、
気
温
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
や
や
あ

が
り
は
じ
め
、

次
第
に
春
遠
か
ら
ず
を

思
わ
せ
る
き
ざ
し
が
み
え
て
き
ま
す
。

雨
水
(
十
九
日
)
を
す
ぎ
る
と
、
さ
す

が
に
天
地
に
春
の
気
配
が
色
こ
く
な
り

立
春
の
頃
に
く
ら
べ
る
と
昼
の
長
さ
も

三
十
分
近
く
違
っ
て
き
ま
す
。
九
州
地

方
で
は
、
梅
、
っ
ば
き
、
ね
こ
ゃ
な
ぎ

す
い
せ
ん
、
ゆ
き
わ
り
そ
う
、
き
ん
せ

ん
か
な
ど
の
花
が
私
た
ち
に
、
春
近
し

を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
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お
し
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

り

口
口
口

技
術
職
員
等を
募
集

口
口
口

市
の
技
術
職
員
と
労
務
職

員
の
募
集
を
つ
ぎ
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

〔
技
術
職
員
〕

マ
受
験
資
格

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

(
工
業
)
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者

②
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
二
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

③
市
内
に
居
住
す
る
者
又
は

採
用
後
居
住
し
う
る
者

マ
試
験
の
内
容

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一

般
知
能
と
教
養
に
つ
い
て
の

筆
記
試
験
、
専
門
試
験
、
身

体
検
査
な
ど

〔
労
務
職
員
(
看
護
助
手
)
〕

マ
受
験
資
格

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
学

校
教
育
法
に
よ
る
新
制
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者
②
昭
和
十
一
年
四
月
二
日
か
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ら
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

③
市
内
に
居
住
す
る
者
又
は

採
用
後
居
住
し
う
る
者

マ
試
験
の
内
容

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一

般
知
能
と
教
養
に
つ
い
て
の

筆
記
試
験
、
身
体
検
査
な
ど

マ
試
験
の
日
時

一
一
月
十
二
日

マ
願
書
受
付
期
間

一
一
月
一
日
か
ら
二
月
八
日

ま
でな
お
、
く
わ
し
い
こ
ど
は

人
事
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。口口
口

水
蓮
の
種
根
を

無
償
配
付

口
口
口

大
村
公
園
桜
田
庭
園
の
水

蓮
の
種
根
を
無
償
配
付
い
た

し
ま
す
の
で
早
め
に
市
商
工

水
産
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

マ
配
付
期
間
二
月
三
日
よ

り
二
月
七
日
ま
で
(
日
曜
日

を
除
く
)

ム
配
付
場
所

桜
田
庭
園
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成 人者座談会
【出席者】 山口尚文君。河野重子さん。山本多喜代さん。松尾洋子さん。三

戸節子さん。河村正行さん。松永キハさん。愛合久幸君。内田隆美君。林田ヒ

ロ子さん。永尾義男君。福吉宏恭君。竹林八重子さん。

(市 側〉 大村市長・大浦助役・菊池総務課長・福田選管委員長・湯川教育長

〔団体側〉松尾連合婦人会副会長・松尾青年団長 司会=渡辺社会教育課長
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しているのです。

十万都市実現のためには、

ご意見にあった交通事情が

よくなければなりません。

そこで、空港の整備、長崎

~大分間の九州横断高速道

路の建設、嬉野~諌早聞の

国鉄電化新線の計画があり

また一方住宅建設、工場誘

致政策も強力に進めていま

す。こういうわけで、みな

さんの要望は漸やくその績

についたところといへます

今後の見通しは明るいと思

っています。
て7 て7

この外いろいろの建設的

な明るい意見がでて、新成

人者座談会は有意義に終り

ましたq

思う。

M一教師の卵です。教育実
習で、白紙の子供に教える

ことの重大さを感じていま

す。子供から信頼される教

師となりたい。

Fー航空隊員ですが、使命
の自覚、責任の遂行、規律

の厳守などを守り、毎日を

大切に生きて行きたい。

(市長〉一大村市は旧軍が根

本になって市になった。一

時は人口十万を超えたとき

もあった。それが敗戦で苦

労の道が始まったので、す。

おっしゃるとおり、大村に

は決め手がない。そとで都

市発展の条件の一つである

十万都市となるために努力

人生をどう生きるか

ー自分の理想の人生は-

lーいまの農業はくるしい
これからの農業を明るく楽

しいものにし、ゆとりのあ

る経営として行く必要を感

じる。

Yーミカン作りを一生の仕
事としたい。大人の仲間入

りをしたので、 自分を生か

して生活したい。

K-女性として、農業問題
に熱心にとりくむ男性とと

もに農業にはげみたい。

T一看護学生ですが、肉体
的、精神的に弱っている患

者さんを元気に立派にする

には、自分がしっかりした

人聞になることが大切だと

ご二二ご士てて士て二三二二二二二二二二二二三三三=ニニ二二二二二=二二二二ニコニコ=ニニニ二=

11 11 11-1111 fI グ

大村市への希望

一大村市はどうあるべき

でしょうか-

K-払はスポーツがすさで、
す。 Lかし施没がありませ

ん。市民みんなが気楽に利

用できる体育詑がほしし、。

Mー私の友人がいっていま
した。一大村には働く場所

がなし、。だから県外に出ざ

るを得ないーと。

大村の広い土地、豊かな

水を利用して働く職場を作

ってほしい。

l一大村は田園都市だ。だ
から農村部と市街部は一体

となり協力して行く必要が

ある。広い立場での施策が

ほしい。

M一大村には県内唯一の空
港があります。これを大い

に利用して工場誘致を考え

たらどうでしょうか。

H-何ごとも、国や県の補
助にたよらず、自分達が努

力するという熱意が大村市

民には必要で、はないで司しょ

うか。

Y一人口が増えることが大
切。人の交流が激しくなる

ことが市の発展には大切な

ことのようYこ，思う。

N一大村市には決め手がな
い。もっと中小企業の発展

を図ることが決め手をつく

る方法だ。
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また 十 i ママ
す場た二二受申
。合だ日月 付込
はしま十，期所
申、で三間
込日虫 日 商
、み資よ工
を枠 り、 会
締に二'議
切達月所
りし ニ

中口
の小口
申企口
込業
み振
口受興
口付資
口け金

マ
貸
付
限
度
額

修
学
支
度
金

一
万
五
千
円
以
内

た
だ
し
、
大
学
進
学
で
県

外
の
場
合
は

二
万
五
千
円

以
内
修
学
資
金

高
等
学
校
1
月
額
千
五
百

円
以
内
。
高
等
専
問
学
校

1
一
年
か
ら
三
年
ま
で
は

月
額
千
五
百
円
以
内。

四
年
と
五
年
は
月
額
三
千

円
以
内
。
大
学
H
月
額
三

千
円
以
内

マ
償
還
期
間

就
学
支
度
資
金
H

据
置
期

間
経
過
後
五
年
以
内

修
学
資
金
U
据
置
期
間
経

過
後
貸
付
期
間
の
倍
年
数

マ
償
還
方
法

半
年
賦
又
は
年
賦

口
口
口

危
険
物
取
扱
主
任
者

試
験
準
備
講
習
会

口
口
口

で
い
る
人
。

マ
申

込

二

月
十
五
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
に

一
般
H

百
円
、
高
校
生

日
五
十
円

小
学
生
U
三
十
円
を
そ
え

て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動

靴
、
練
習
用
ボ
ー
ル
は
各

自
用
意
し
て
ペ
だ
さ
い
。

昭和42年2月1日

マ
借
入
申
込
者
の
資
格

市
内
に
住
所
と
庖
舗
が
あ

り
、
原
則
と
し
て
同

一
業
種

を
引
続
き
一
年
以
上
経
営
し

て
い
る
中
小
企
業
者
で
、
信

用
保
証
協
会
の
対
象
業
種
と

し
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者

マ
資
金
の
使
途

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資

金
と
し
、
旧
債
返
済
金
の
充

当
は
で
き
な
い
。

マ
限
度
額

五
十
万
円
以
内

口
口
口

市
民
草
球
大
会

口
口
口

一
般
市
民
と
学
生
の
市
民

卓
球
大
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

マ

日

時

二

月

十

九

日

午

前
八
時
三
十
分
か
ら

マ
場
所
工
業
高
校
体
育
舘

マ
参
加
資
格

市
内
に
住
ん

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

し祉 の資
て事 で金 自 修口
く務三の一立 船門
だ l珂JJ貸更 -rL-J 

さ へ二付生 資口
い予 一|ーをの 笠

。約円行た口を

巾 まなめ口安
込 で いの口付
にま修
を 福す学

口
口
口

社
会
係
が

福
祉
事
務
所
に

口
口
口

今
ま
で
保
険
年
金
課
で
戦

傷
病
者
遺
家
族
、
外
地
引
揚

者
留
守
家
族
の
援
護
ゃ
、
社

会
福
祉
の
こ
と
を
行
な

っ
て

い
た
社
会
係
が

一
月
十
日
か

ら
福
祉
事
務
所
に
移
っ
て
い

ま
す
。
間
違
は
な
い
よ
う
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
口
口

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

講
習
会

口
口
口

パ
ド
ミ
シ
ト
ン
の
講
習
会

が
二
月
五
日
、
午
前
九
時
か

ら
西
中
体
育
舘
で
行
な
わ
れ

ま
す
。
中
学
生
高
校
生
、
一

般
市
民
の
方
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
は
、

会
場

に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

E萱瀬夕、ム】

多良岳に源を発する郡川の上流、黒木渓谷に

造られた多目的ダムで、清らかな流れと渓谷

美とともに新名所となっています。

パスが便利で、大村駅前から約40分です。
堤防の高さ =51メートル

堤防の長さ=180メートノレ

総貯水量=3，030，000立方 メート ル

り

② 

竹松出張所 8日 9.30-15.30 
今村公民館 13日 9.00-11.00 
三浦診療所 13日 13.00-16.00 月
鈴田出張所 14日 9.30-15.30 の
黒木小学校 15日 9.00-11.0。母
萱瀬出張所 15日 13.00-16.0。

子検
松原出張所 20日 9.30-15.30 
福重出張所 21日 9.30-15.30 霊回忌会' 

荒瀬公民館 27日 13.00-15.0。

大村市政だよ

ろ
ヲ-

1.-ろど

マ
日
時
2
月
ロ
日
、
日
日
、

M
日

の
9
時
か
ら

4
時
ま
で

マ
場
所
市
内
西
三
城
町
労
働
会
舘

く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
署

へ
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ市内と

(3) 
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一庄司王弓-

M日曜日の当番医 M

.2月中の日曜日の当番医

がつぎのとおり決まって

います。いざというとき

のために、メモしておき

ましょう。

K 5日】南野内科岩崎

眼科上田内科田崎外

科 毛利内科

【l2日】南野内科藤井
内科松永内科田川内

科

K19日】海浜内科中央
産婦人科沢田内科 中

島外科 田中内科(竹松)

K26日】松尾外科近藤

内科福田産婦人科 原

内科

無
謀
濯
転
を
追
放
し
よ
う

H

違
反
を
見
た
ら
警
察
へ
H

最
近
各
地
で
貨
物
自
動
車

の
無
謀
運
転
に
よ
る
重
大
事

故
が
続
発
し
、
私
達
の
生
活

、

を
お
び
や
か
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
心
な
い
無
謀

な
ダ
ン
プ
カ
ー
を
、
み
ん
な

の
力
で
追
放
す
る
た
め
に
、

「
無
謀
貨
物
自
動
車
通
報
制
」

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
違
反
を
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
た
方
は
も
よ
り

の
警
察
官
に
お
し
ら
せ
く
だ

さ
ド
。

マ
通
報
の
方
法

電
話
、
口
頭
、

文
書

い
ず

れ
で
も
い
い
の
で
す
が
、
で

き
る
だ
け
二
人
以
上
の
連
名

で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
通
報
先

大
村
警
察
署
か
も
よ
万
の

派
出
所
、
駐
在
所
、

警
察
官

マ
通
報
し
て
ほ
し
い
違
反

一
時
停
止
違
反

・
信
号
無

視
・
歩
行
者
保
護
義
務
違

反
・
踏
切
通
渦
違
反
・
右

側
通
行
違
反

・
最
高
速
度

違
反

・
積
載
制
限
違
反

・

酒
よ

い
運
転

・
無
資
格
運

転
・
過
労
運
転
な
ど
u

又

は
使
用
者
が
さ
せ
て
い
ゐ
こ

と
を
知
っ
た
と
き
。

マ
通
報
事
項

通
報
者
の
住
所
、
職
業
、

氏
名
、
年
令
、
日
時
、
違

反
車
両
の
ナ
ン
バ

ー、

記

号
、
会
社
名
等

引揚者の世帯調査
11 11 11 11 11 11 11 11 

引
揚
者
在
外
財
産

補
償
問
題
の
完
全

解
決
も
い
よ
い
よ

後
一
息
と
い
う
段

階
に
き
て
い
ま
す

ま
だ
、
今
後
に
残

さ
れ
た
多
く
の
懸
案
事
項
も

あ
り
ま
す
が
、
完
全
解
決
と

同
時
に
諸
手
続
き
の
開
始
と

な
り
ま
す
の
で
、
引
揚
者
の

心
構
え
と
会
員
把
握
を
目
的

と
し
て
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
引

揚
者
世
帯
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
揚
者
の
方
は
調
査
票
を

一
一
月
十
五
日
ま
で
に
地
区
代

議
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

調
査
用
紙
は
地
区
代
議
員

が
配
布
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

市
福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
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語
、
巾
「
イ
ツ
軍
制
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針
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作
応
ル
ぃ
4
6

研
究
を
し
、
三
十
三
年
帰
朝

一

‘

後
参
謀
本
部
部
員
と
し
て
軍
-

福

田

雅

太

郎

治
十
六
年
九
月
に

は
向
学
に
制
改
正
を
立
案
し
陸
軍
大
学

一

-
福
田
雅
太
郎
は
慶
応
二
年

目

燃
ゆ
る
十
七
歳
の
青
年
雅
太
校
で
教
鞭
を
取
っ
た
。

F

-
(
ア
∞
∞
白
羽
)
五
月
二
十
五
日
ご
。
郎
は
上
京
し
、
陸
軍
士
官
学

日
露
戦
役
こ
は
第
一
軍
作
戦
・

一
武
部
郷
田
の
平
で
生
れ

f

ρ

一

父

は
旧
大
村
藩
士
で
雅
太

校
の
予
備
校
と
も
ゅ
う
べ
き
主
任
参
謀
と
し
て
手
腕
を
振

一

有
斐
学
舎
に
学
び
、
同
十
七
っ
た
。
そ
の
後
才

l
ス
ト
リ
一

-
郎
が
十
歳
の
時
に
な
く
な
り

E

年
陸
軍
士
官
学
校
に
入
学
、

ヤ
大
使
館
付
武
官
に
就
任
、

-

F

も
っ

ぱ
ら
慈
ほ
の
訓
育
に

よ

一
り
そ
だ
て
ら
れ
た
。
後
に
陸
同
二
十
七
年
七
月
最
高
の
成
帰
朝
後
の
明
治
四
十
四
年
陸
-

一
軍
界
の
偉
材
と
な
り
え
た
の
績
で
卒
業
し
た
。
明
治
二
十
軍
少
将
、
大
正
五
年
陸
軍
中

一

三
年
十

一
月
陸
軍
大
学
に
入
将
、
六
正
十
年
十
二
月
陸
軍

一

↑
も
母
の
教
育
に
負
う
と
こ
ろ

学
同
二
十
六
年
十
一
月
優
秀
大
将
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
十
四

一

-
が
大
で
あ
っ
た
。
雅
太
郎
の

一
少
年
時
代
は
相
当
な
腕
白
者
な
成
績
で
卒
業
し
、
日
清
戦
年
退
役
後
は
大
日
本
相
撲
協
~

を
役
に
第
二
軍
第

一
師
団
長
の
会
長
、
長
崎
県
人
会
長
、
枢

-

・
で
母
に
も
ず
い
ぶ
ん
世
話

副
官
と
し
て
各
地
に
転
戦
じ

密
顧
問
官
等
を
歴
任
し
、
昭
一

一
焼
か
せ
た
が
、

母
の
す
L
め

二
十
八
年
一
月
大
尉
に
昇
進
和
七
年
六
月
六
十
六
才
で
な
・

一
で
旧
藩
の
剣
道
家
内
海
強

一

一
郎
の
門
に
入
り
日
夜
剣
を
み
し
た
。
明
治
三
十
年
七
月
ド
く
な
ら
れ
た
。

一

一
が
き
門
下
生
の
中
，で
-h
異
彩

一

が

年

一

一
を
放
っ
た
。
そ

の

後

白

井

軍

航

町

一

一
八
に
も
師
事
し
奥
儀
を
き
わ

太

大

-

一
め
、
特
に
突

一

手

が

最

ゐ

何

時

比

一

福

ら

一

-
意
で
あ

っ
た
。
明
治
五
年
五

ド

山

一

一
教
館
に
学
び
明
治
十
三
年
第

境

問

姿

一

一

一
回
生
と
し
て
大
村
中
学
校

F
柄

拘

一

一
に
入
学
し
学
を
修
め
た
o

明

ブ

J

園
忌
明
に
寄
付

市
内
桜
馬
場
町
O
迎
光
代

さ
ん
は
~
亡
夫
迎
弘
造
さ
ん

の
忌
明
に
金
一
封
を
社
会
福

祉
事
業
費
と
し
て
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
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